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サトウキビとエリアンサスの属間雑種はサトウキビより窒素利用効率が優れる 
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背景・ねらい                
熱帯・亜熱帯の島嶼・沿岸地域では、農地と自然環

境や人間生活の場との距離が近接しており、肥料を起
源とする農地からの栄養塩類の流亡による富栄養化が
問題となっている。サトウキビ（Saccharum spp.）は、そ
れら地域の主要な作物の一つとして栽培されているが、
農地からの硝酸態窒素の溶脱が問題となっており、本
作物の窒素利用効率を向上させ、窒素溶脱量を低減
させることが環境保全に必要である。本作物の窒素利
用に関し、施肥方法等の営農的対策に関する研究が
進められてきたが、育種的試みは少ない。サトウキビの近
縁属植物エリアンサス（Erianthus arundinaceus）は、
サトウキビより根系発達が旺盛で、硝酸態窒素を好んで
吸収する特性がある。したがって、エリアンサスとの属間
交配を通して作出されるサトウキビは根系が改良され、
窒素利用特性が改善される可能性がある。 
本研究では、地下からの浸透水を観測できる沖縄県

石垣市の熱帯・島嶼研究拠点のライシメーターを用いて、
サトウキビとエリアンサスの属間雑種 F1 系統および親系
統を夏植え栽培し（図 1）、窒素施肥後の硝酸態窒
素溶脱および作物体の窒素吸収量、根の分布を調査
し、属間交配による窒素利用効率の改良可能性を明
らかにする。 

 

成果の内容・特徴             
1. 属間雑種 F1およびエリアンサスはサトウキビに比べ、土
壌深層部の根量が多い（図 2）。 

2. 浸透水の硝酸態窒素濃度は各施肥日から 2 か月
程でピークが出現する。特に、2 回目の施肥後の硝酸
態窒素濃度はエリアンサスおよび属間雑種 F1に比べ、
サトウキビでのみ顕著である（図 3）。 

3. 生育期間で積算した窒素溶脱量は、サトウキビで最
も高く、属間雑種 F1（P = 0.056；対サトウキビ）やエ
リアンサス（P＜0.001；対サトウキビ）で低い（表
1）。 

4. 属間雑種 F1 およびエリアンサスはサトウキビに比べ全
乾物重が有意に高い（表 1）。また、地上部重/根重

比が低く、根へ多くの乾物を分配する。さらに、深根性
指標である根の深さ指数が高い。 

5. 全窒素吸収量は、サトウキビに比べ、エリアンサスで
高い傾向であり（P = 0.111）、属間雑種 F1では有意
に高い（P＜0.05）（表 1）。 

6. 全乾物重を全窒素吸収量で除した窒素利用効率
は、サトウキビに比べ属間雑種 F1 およびエリアンサスで
有意に高い（P＜0.01；対サトウキビ）（表 1）。 

 

成果の活用面・留意点           
1. サトウキビとエリアンサスとの属間雑種 F1 は、窒素溶
脱低減に資するサトウキビ品種育成に利用できる。 

2. サトウキビとエリアンサスとの属間雑種 F1 は、窒素利
用効率が高いため、窒素肥料削減に資するサトウキビ
品種育成に利用できる可能性がある。これは「みどりの
食料システム戦略」の化学肥料の使用量削減に貢献
する。 

3. 供試した属間雑種 F1 は収穫期の糖度が低いため、
製糖用品種として活用するためには、サトウキビ品種と
の戻し交配を通した糖含率の改良が必要である。 

4. 属間雑種 F1の高い窒素利用効率は、サトウキビ親と
比較して根系が良く発達することを要因とする可能性
がある。他方、硝酸態窒素の吸収特性も窒素利用
効率に関係する可能性があることから、今後重窒素ト
レーサー法を用いた施用試験により検討していく必要が
ある。 
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サトウキビと根が深く発達する近縁属植物エリアンサスとの属間交配を利用して作出した属間雑種 F1 は、サトウ
キビより全乾物重や土壌深層の根量が多い。また、サトウキビより全窒素吸収量や窒素利用効率が高く、窒素
溶脱量が少ない。この属間雑種を品種開発に利用することで、環境負荷を低減するサトウキビ品種の作出が期
待できる。 
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図 1 ライシメーターにおける栽培試験の様子 
2020 年 9 月から 2021 年 5 月にかけてライシメーターで
サトウキビ（NiF8）、エリアンサス（JIRCAS1）、属間雑
種 F1（J08-12）の 3 系統を 4 反復で栽培した。 
 

図 3 各系統栽培下における地下浸透水中の硝酸態窒素濃度の推移 
調査は 2020 年 9 月から 2021 年 3 月にかけて行った。矢印は各施肥日を表す。 

表 1 各系統の窒素利用特性および乾物分配特性 

地上部重/根重比は、地上部乾物重を根の乾物重で除した比を表し、根への乾物分配が多いと値が低くなる。根の深さ指数は深
根性指標で値が大きいほど深根であることを示す。窒素利用効率は、全乾物重を全窒素吸収量で除して算出した。異なるアルファベ
ットは 5%水準で有意な系統間差があることを示す（Tukey 法、n=4）。 

図 2 収穫時の根量比較 
数値は土壌深層部の根量を表し、全系統間で有意な差が認められた。 
 

図表は Takaragawa et al. (2022) より引用（転載・改変許諾済） 


